
法文学部人文社会学科 

●学部のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針，卒業時に必ず身につける能力） 

＜知識・理解＞ 

1．幅広い教養と人文社会諸科学の基本的な知識を身につけている。  

2．人文社会諸科学のいずれかの分野の専門的知識と技能を身につけている。  

＜思考・判断＞  

3．人間・文化・社会の在り方について，グローカル･マインドに立脚した多角的な視点から，論理

的にかつ客観的に分析し考察することができる。  

4．課題を自ら設定し，それぞれの学問領域の研究手法に即してその解決策を考えることができ

る。  

＜関心・意欲・態度＞ 

5．つねに学び続け，身につけた知識・技能を活かしてグローバル化した現代社会に貢献しようと

する意欲をもっている。  

6．グローバル化した現代社会において，様々な人と協働することができる。  

＜技能・表現＞ 

7．必要な情報を幅広く収集し，的確に整理・分析することができる。  

8．グローバル化した現代社会において活躍できる，的確なコミュニケーション能力をもっている。  

●学部のアドミッション・ポリシー（学生受け入れの方針，入学時に問われる能力） 

<知識・理解> 

1．高等学校で学習する国語，外国語，地理歴史，公民，数学，理科などについて，高等学校卒業

相当の知識を有している。  

<思考・判断>  

2．物事を多面的に考察し，自分の考えをまとめることができる。  

<関心・意欲・態度> 

3．人間および人間の創り出した文化や現実の社会から提起される諸問題に興味関心を持ち，そ

れを大学における勉学を通じて追求したいと考えている。  

<技能・表現> 

4.所与の問題について，自分の考えを日本語でわかりやすく表現できる。 

 



●法学・政策学履修コースのディプロマ・ポリシー 

＜知識・理解＞ 

1．人文社会科学を基礎とした幅広い教養を身につけている。  

2．法律学・政治学・経済学といった社会科学の専門的知識及びその活用方法を身につけてい

る。  

＜思考・判断＞ 

3．グローバル化した現代社会や組織の諸課題を自ら発見し，グローカル・マインドをもって多角的

視点から論理的に考察し，総合的に判断することができる。  

＜関心・意欲・態度＞ 

4．主体的学びの中で，諸課題に対する関心を積極的に持ちつづけることができる。  

5．社会貢献を念頭に置き，社会や組織の一員として自覚と責任を持ちながら他者と協働すること

ができる。  

＜技能・表現＞ 

6．諸課題の解決に必要な情報を収集・整理・分析することができる。  

7．様々な言語やツールを活用することで，自らの思考・判断のプロセス及び結果をわかりやすく

説明することができる。  

 

●グローバル・スタディーズ履修コースのディプロマ・ポリシー  

＜知識・理解＞ 

1．人文科学と社会科学両分野の基礎的知識を身につけている。  

2．人文科学・社会科学のある特定の専攻分野における専門知識及び活用技法を身につけてい

る。  

 

＜思考・判断＞ 

3．グローバリゼーションに伴う諸問題にグローカル・マインドをもって多元的・多面的に取り組むた

め，実体験に支えられた教養と知識（グローバルな実践知）に基づいて，自ら課題を設定し論理的

に考察することができる。  

＜関心・意欲・態度＞ 

4．国際社会・多文化社会の一員としての自覚を持ち，文化の違いや国境を越えて，協働的な人

間関係を形成することができる。  

5．課題の設定や達成に必要な知識と実体験を，自ら積み重ねることができる。  



＜技能・表現＞ 

6．国際的・多文化的な活動に必要な語学力を有している。  

7．必要な情報を幅広く収集し，整理・分析することができる。  

8．自らの思考の過程と結果を，明確に説明することができる。 

 

●人文学履修コースのディプロマ・ポリシー  

＜知識・理解＞ 

1．人文社会科学の基本的な知識を身につけている。  

2．思想・歴史・文学・芸術・人間・言語等を対象とした人文学の専門知を身につけている。  

＜思考・判断＞ 

3．自ら設定した課題について，それぞれの学問領域の研究方法に即して，考察することができる。  

4．グローカル・マインドに立脚した多角的な視点から物事を根源的に問い直すことができる。  

＜関心・意欲・態度＞ 

5．人文学の知に基づいて，実践の場において主体的に考え，行動できる能力を身につけてい

る。   

6．人文学の知をもって地域社会やグローバル社会に寄与する意欲を持っている。  

＜技能・表現＞ 

7．情報を収集・整理し，批判的に分析することができる。  

8．他者の声に耳を傾け，自分の考えを口頭表現や文章表現によって的確に伝えることができる。  

 


